
神戸市立博物館は下記の４項目をその「使命」として位置づけています。 

• 神戸を中心とする考古、歴史資料と、東西文化の交流に関する南蛮美術、古地図資料などの調
査・ 研究・収集を通じて、多様な神戸文化の特徴と文化交流の態様を明らかにします。その成
果を市民・利用者と共有するとともに、これを次世代に継承し、地域の発展に役立つ「知の拠
点」となります。 

• 市民・利用者が、優れた国内外の文化・芸術にふれあう機会を積極的に「提供する」博物館と
して、 また、神戸の文化にこれまでにない魅力をつけ加えるために新たな調査・研究を「提案
する」博物館、その成果を「発信する」博物館としての役割を果たします。 

• 博物館を利用するすべての人々が、知りたいこと、学びたいことに積極的に対応し、多くの利
用者 が、集い、楽しみ、憩うことができ、また、神戸を愛し、誇りとする拠りどころを得るこ
とができる博物館としての役割を果たします。 

• 阪神淡路大震災の教訓を生かし、文化財を災害から守る重要性、コミュニティや市民の自発的
な活 動の大切さ、都市復興のなかで文化の果たす役割など、震災とその復興のなかで得た知見
を全国に、世界に発信します。 

上記の「使命」の実現のため、神戸市立博物館は下記の4つの「博物館使命の4大要素」 を定め、
これらが包含する事業に対する自己点検評価を行っています。 

   1. 歴史と文化の継承と研究 

   2. 歴史と文化への窓口 

   3. 人々とともに歩む 

   4. やさしさと安心の確保


